













室堂を通り過ぎたところには池田廃寺 (現明王院) があり, さらには坂本寺 (現禅寂寺) が
ある｡ それぞれが古代氏族の池田首, そして坂本臣の氏寺であり, かつてはその氏族の勢力
を示して威容を誇ったものと思われるが, そこからさらに下って平野部のかつての国府近く
には和泉廃寺があった｡ それら槙尾川流域の古代寺院 (址) について今回は一つにまとめて
論じて見たいと考えていたのだが, 実際に資料を調べ, 足を運んで山林や谷田や人家の中を
歩きまわっている過程で一つ一つの寺院 (址) が背後にもつ歴史が思いのほかに深い層をな
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世音を本尊とし, 今は福徳寺と称す｡ 縁起に依れば, 中古一人の沙門あり, 智海上人と
号し, 本州和泉郡浦田の産なり｡ 同郡宮里の瀧山に住して仏乗を勧修しけるに, 或る時
一麋来りて上人の小便を嘗めて懐胎し, 竟に一少女を生みしかば, 上人之を見るに忍び
ず, 隣嫗をして慈育せしむ｡ 嫗は貧賎にして常に農事を業とし, 少女の七歳となりし年
の夏五月, 嫗は野田に出て苗を植ゑ, 少女は嫗に伴はれて嬉戯しけるに, 槙尾寺に詣でゝ
帰途に附きし勅使大臣藤原不比等, 一瑞気の揚るを見れば是即ち少女の全身より光を放
てるなり (北池田村大字室堂女鹿坂の西辺に, 今も照田・光田といへる字地あり, 里伝
に依れば当時少女の遊び居りし所なりといへり)｡ 依て大臣輿より下りて之を見るに,
体貌殊麗なりければ, 光明子と名づけ, 嫗に請ふて輿を同うして伴なひ帰る｡ 長ずるに
従ひて艶麗益加はり, 毎に君側に侍し恩寵を得て, 天平元年八月立ちて后宮となれり｡
光明皇后即ち是れなり｡ 性酷だ仏法を好み, 幾多の寺院を創建し, 此の地は其の家郷た
るを以て伽藍を構へて安楽寺と号し, 後承和年中勅して国分寺となすと｡













その後, 天平十二年 (740) には和泉監は廃止されて河内国にもどり, 天平宝字元年 (757)
にふたたび河内国から分離して和泉国が置かれるようになった｡ 国分寺設置の詔が出された










とあって, 安楽寺が国分寺となったのは承和六年 (839) 五月三日のことだったのを確認す
ることができる｡
『大阪府全志』 は大正十一年 (1922) の発行であるが, 光明皇后が実は僧侶の小便をなめ
た雌鹿が孕んで生まれた子どもだというのは, いかに俗伝であっても, その当時としては処
理に困ったであろう｡ 著者の井上正雄は, ｢然れども是れ妄誕不敬の説なり｣ として後段を




せり, いかでかゝる事のあるべき, 附会の説も亦極まれり｡ 然れども皇后は国分寺を創
建せしめ給ひし御方なれば, 此の寺の創立も皇后御在世の時ならんか｡
｢いかでかゝる事のあるべき｣ として光明皇后の母が雌鹿であるという伝承は否定されな

















ひ, 敦く仏道を崇む｡ 神亀元年, 聖武皇帝位に即
つ
きたまひて, 正一位を授け,









じき｡ 時に年二｡ 天平元年, 大夫人を尊び
て皇后とす｡ 湯沐
とうもく
の外, 更に別封一千戸と, 高野天皇の東宮に封一千戸を加ふ｡ 大后,
仁慈にして, 志, 物を救ふに在り｡ 東大寺と天下の国分寺を創建するは, 本, 大后の勧














ここまでが ｢崩伝｣ であり, 以下, 三品船親王以下十二人の装束使を決め, 三品池田親王
以下十二人の山作司を決め, さらに養民司を決め, 前後次第司を決めて, 盛大な葬儀を行う
こととしたことが記されている｡ そして, ｢天の下の諸国に挙哀すること三日, 服期三日｣
とあって, 同じ月の二十八日に, ｢仁正皇太后を大和国添上郡佐保山に葬る｣ とある｡ 奈良
女子大学の北の方に佐保川を遡って行けば, 静かな住宅地の奥に今もたしかに聖武天皇陵と
並んで光明皇后陵はある｡
｢崩伝｣ には, 祖父は藤原鎌足, 父は藤原不比等であり, そして, 聖武天皇の皇后であっ





れる｡ ガンダーラの生見王は生身の観音菩薩を見たいと望んでいたが, ある夜の夢に, 生き










すように心がけ, しかも, 礼儀にかなった行いをして, そして篤く仏道を敬った｡ 神亀元年
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(724) 聖武天皇が即位すると, 大夫人となり, 阿倍皇女 (後の孝謙天皇) と基王を生んだが,
基王の方は生まれて三カ月のこれまでの歴史になかった早さで皇太子となったものの, 神亀
元年 (728) 二歳で薨去した｡ そして天平元年 (729) に光明子は皇后となったが, ｢皇后｣
という称号を臣下として名乗ったのは光明皇后が始めてということになる｡ 姉の藤原宮子は
文武天皇に嫁いだものの, ｢皇后｣ を名乗ることができず, あくまでも ｢夫人｣ だったので
ある｡ 光明子の人となりは仁慈の心に富んでいて, 困窮した人びとを救済しようとつねに心
がけた｡ 『続日本紀』 の記事で, ここで特筆すべきなのは, この時代に東大寺および天下に
国分寺を創建したのは, もともと彼女が勧めたものであったということ, また悲田院と施薬
院を設置して天下の飢えかつ病んだ人びとを療養させるようにしたという彼女の仏法への傾
斜と菩薩のような深い慈悲の心である｡ 勝宝元年 (749), 娘の孝謙天皇が即位すると, 皇后
宮職を紫微中台にあらため, さらに坤宮官と名を変えて, そこには能吏たちが詰めた｡ 六十















建を語る, 髪長姫の物語である｡ 梅原猛先生は, 文武天皇の夫人となった宮子は藤原不比等
の女などではなく, 実は海人の子であるという伝承を史実と考えた上で, 画期的な奈良時代
論である 『海人と天皇』 を書かれた1)｡ 鳥がくわえてきた美しく長い髪の毛の持ち主の女性
を探し求めて日高郡の海女・宮子を見つけ出して都に連れて来て文武天皇と結婚させる｡ こ
れは美しい金髪の持ち主を求めてアイルランドの姫君のイズーをコーンウォルに連れて来て
マルク王と結婚させる ｢トリスタンとイズー｣ 伝承の日本版といえるかもしれない｡ 不比等
の二人の女とされる, 宮子が文武天皇に嫁ぎ, 光明子が聖武天皇に嫁いだことが, 平安時代
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い｡ しかし, 本来は今の国分の集落全域を飲みこむほどの境域をもち, 七堂伽藍を備えた立
派なものであったと思われる｡ そして, 光明皇后の誕生地というのは, 正確には, 国分寺の
奥の院として少し離れた浄福寺なのだという｡ ふたたび 『大阪府全志』 に当たってみよう｡
浄福寺は字滝山にあり, 堺市宝泉寺末にして阿弥陀如来・薬師如来を本尊とす｡ 和銅
六年智海上人の開基なり｡ もと法相宗なりしが, 宝永年中浄土宗に改む｡ 口稗に依れば,
光明皇后の誕生地なるを以て, 天平勝宝年中同皇后は此の地に行幸して薬師の像を安置
し, 白滝の霊水を汲みて薬湯を設け, 以て諸人の病苦を救はせ給ふ, 故に白滝山成福寺
と号せしが, 後今の寺名に改めしと｡
この浄福寺は国分寺 (安楽寺) よりは国分峠近く, 国分寺とは街道の反対側の槙尾川近く
にある｡ 古い民家の中を通り抜けて行くと, やはり本堂と庫裏だけの小さな寺である｡ 本堂
の裏には墓地があり, 新しい立派な墓石がならんでいるが, 奥の方には廃れて倒れかけ, 苔
の生した墓石もある｡ 過疎化が進んでいてもう供養されることのない墓々が増えたのであろ
う｡ その墓地を抜けて, 林の中のもう人が歩くこともなく朽木が倒れて失われかけた路を足
を取られながら, 迷わないかとためらいながら行くと, ｢光明弁財天｣ という小さな祠があっ








生まれたのは701年のことであるが, この浄福寺の開基は和銅六年 (713) と伝え, 天平勝宝












ことに, 今回, 何冊かの書物をひもとき, いくつかの場所を歩きまわっていて気がついた｡
光明皇后の母親は県犬養橘宿禰三千代であった｡ 梅原先生が海人の子だとされる姉の宮子の
母親は賀茂比売としてその名は伝わるものの, 歴史の中にははっきりした輪郭を現わすこと











写真２ 浄福寺 写真３ 光明皇后の母鹿の足跡石
2) 上山春平 『埋もれた巨像』 (岩波書店 1977)
『梅原猛著作集 (第一期) １巻 神々の流竄』 (集英社 1981 ただし初出は季刊誌 『すばる』 創刊
号 1971)
最近の義江明子著 『県犬養橘宿禰三千代』 では, つねに男性の視点で捕えられがちな歴史
の動きを女性の視点から捕えなおしていて, 歴史学にも新しい風が吹いているのだとあらた
めて目を覚まされる思いがした｡ 義江氏は, 県犬養橘宿禰三千代は天才政治家でもあった藤
原不比等を ｢支えた｣ のではなく, 不比等とともに二人三脚で新しい政治の局面をつくりだ
した人物としてとらえ直している3)｡ ｢妹の力｣ をいい (妹はイモウトではなく, 長上の姉も
含む), 日本の家の中での ｢家刀自｣ の智慧と裁量を重視するのは柳田国男の考え方でもあ
るが, 県犬養橘宿禰三千代は, 義江氏のいうように奈良時代の国家の家刀自であったといえ
るかもしれない｡ 不比等が傑物であったとすれば, その配偶者であった三千代もまたそれに
劣らず傑物だったのであろう｡ 三千代が亡くなったのは天平五年 (733) 正月であるが, 『続
日本紀』 には次のようにある｡
庚戌 (十一日), 内命婦正三位県犬養橘宿祢三千代薨じぬ｡ 従四位下高安王らを遣し
て, 喪事を監護らしむ｡ 葬の儀を賜ふこと散一位に准ふ｡ 命婦は皇后の母なり｡
このときに正三位であったが, 葬儀は散一位の位格で行われ, この年の十二月には従一位
が贈られている｡ さらにその後, 正一位を贈られ, ｢県犬養橘氏大夫人｣ の称号を与えられ




























































し｡ 是を以て, 汝の姓は橘宿祢を賜ふ｣ とのたまひき｡












のあいだには安宿媛 (光明皇后) と多比能を産んだ｡ 牟漏女王は不比等の息子の房前と結婚
して永手を生み, 藤原北家の基礎を作ってもいる｡ さらに父は違うが三千代を母とする城
王 (橘諸兄) と多比能の兄妹は結婚して奈良麻呂を生んでいる｡ 同父異母のきょうだいの結
婚は珍しくないが, 異父同母のきょうだいの結婚は珍しい｡ しかし, この奈良麻呂は謀叛を
起こして悲惨な最期を遂げたが, その孫には橘嘉智子がいて, また橘逸勢いがいることにな
る｡ この逸勢もまた謀叛を起こして悲惨な最期を遂げた｡
さて, 県犬養氏の本拠地について, 先の義江氏の 『県犬養橘宿祢三千代』 では河内国の古
市あたりを考えられている｡ 光明子の名前を安宿 (あすかべ) 媛ともいったが, そこには明
日香部神社もたしかにある｡ 岸俊夫氏の ｢県犬養橘宿祢三千代をめぐる臆説｣ という論文を
踏まえてのものである4)｡ ただし, 岸氏の論文は ｢臆説｣ とあって, 和泉地方と県犬養の深
い関わりをまったく否定されているわけではない｡ 県犬養氏の本拠地を和泉地方に置かれる
のは, 黛弘道氏の ｢犬養氏および犬養部の研究｣ という論文である｡ 幸いにもコンピューター
で県犬養氏の検索をしていてこの論文に突き当たり, 図書館に行くまでもなく, pdfですべ
てを読むことができた5)｡ 黛氏は犬養部の職掌について, 先行の説として, (一) 犬を飼養し



















4) 岸俊夫氏 『宮都と木簡』 (吉川弘文館 1977)
5) 黛弘道 『律令国家成立史の研究』 (吉川弘文館 1982) に所収されている｡



















強材料となるであろう｡ ｢あがた｣ の語源は明快そのもので, ｢我が田｣ であり, 王家の田な
のであろうが, 屯倉がさらに発展して範囲を広げ, 屯倉を中心にして設定された行政地域を
｢県 (あがた)｣ と呼んだものと考えられる｡ 県犬養という姓の県は, ここでは茅渟県の県そ
のものであると黛氏はいうのである｡ 和泉市の隣の岸和田市の箕土路は行基が造った久米田
池の近くにあるが, その旧地名は犬飼であったと, 『泉州志』 はいう｡ 箕土路にはまた ｢河
内川県犬養神祠｣ があって, それを ｢犬養堂｣ と人びとは称しているという｡ 三田は御田の




いる｡ 僧侶が国家に管理され, 民衆への自由な布教が禁じられていた時代に, 行基はあくま
で庶民の中にあって, 禁を破ってまでその福祉をも兼ねた布教活動を行っていたのが, 国家
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6) 『日本歴史地名大系28 大阪府の地名Ⅱ』 (平凡社) の ｢黒鳥村｣ の項に ｢坂本郷明日香里内の地｣
の売買之事が見える｡
に取りこまれて ｢転向｣ するのは天平十二年 (740) のことだと考えられる｡ 房前・麻呂・
















目に名前が呼ばれることになる｡ 聖母皇太后宮 (宮子) と不比等が大仏開眼時にはすでに故
人となっているとすれば, 天皇・皇后の次にはこの二人の名前が続けて呼ばれることになる｡
この二人が時代とどう切り結びお互いにどうかかわったかについては, 行基にゆかりの寺々
をたどるときに改めて考えたいのだが, 実をいうと, 久米田寺の背後, あるいは境内の中と
いってもいいところに橘諸兄の墓がある｡ 久米田池を築いたのは行基であり, その畔に隆池
院, つまり久米田寺を造ったのも行基であることはあらためていうまでもない｡ ところが,
久米田寺の本堂や開山堂 (行基堂) を抜けて細い道を抜けて裏に抜けると, 右手に垣根に囲
まれ, 盛り土をされた円墳があって, それは光明皇后の陵なのだという｡ その伝光明皇后陵
と道を挟んで青々と水をたたえた濠があり, かなり大きな前方後円墳がある｡ 宮内庁に管理
されていれば立ち入り禁止で鬱蒼と木々が生い茂っているのだろうが, 近所の人びとの散策
の場, 子どもたちのかっこうの遊び場となっているためか, 禿げ山となっていて, 実際に近
づくと盛り土のボリュームをじかに確認することができる｡ その深い濠と高い盛り土を利用
して室町時代には城塞として利用されたというが, お寺でいただいたパンフレットには航空
写真が載っていて, それを見ると, 久米田寺に参詣する人は本堂にお参りしながら, 実はこ
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五十坪を有し, 周囲には濠池断続して存す｡ 中に円石の一碑あり, 碑面に橘諸兄公塚の
五字を刻せりと伝ふれども, 磨滅して殆ど読むべからず｡ 諸兄は難波皇子の曾孫美努王
の子にして, 初め城王といひ, 後諸兄と改む｡ 天平八年橘宿祢の姓を授けられ, 同十
五年従一位左大臣となり, 大宰帥を兼ね, 勝宝の初め正一位に進み, 改めて朝臣の姓を
授けられしが, 同八年致仕して, 宝字元年正月七十四歳を以て薨去す｡ 其の此に葬られ
し縁由は詳ならざれども, 久米田池を穿ち, 久米田寺開創の大檀越たりし関係もあれば,
其の功績を伝へんが為めに廟を建てゝ祭りしものならんか｡
橘諸兄を ｢久米田池を穿ち, 久米田寺開創の大檀越｣ というのも伝承になるが, この前方
後円墳の濠に沿って左に歩いて行くと, 今度はやや小さな円墳がある｡ 先の光明皇后の陵よ
りも大きいが, こちらは諸兄の夫人の墓だと伝えられている｡
橘諸兄の墓については, 京都府井手町にもあり, わたしはもうずいぶん前に, 遠足のつも
りでその界隈を歩きまわって, 竹林の中のその墓に参ったことがある｡ 諸兄は井手の左大臣
ともいわれ, 井手に別荘をもっていて, 井手寺址も発掘されている｡ そこに墓があるのに何
の不思議もないのだが, 久米田池畔の前方後円墳がその墓だと言い伝え, この界隈に色濃く
伝承を残すのはどうしてなのだろうか｡ 久米田池からは上流になるが, 岸和田市には城と








犬養 (箕土路), 三田, 城と, 久米田池をぐるりと囲むように県犬養 (橘) 氏にかかわ
る地名が残り, その中心に位置する久米田池畔には橘諸兄とその妻, さらには諸兄とは母を
同じくする妹の光明皇后の墓もあるということになる｡ 墓については後世の仮託に過ぎない











来り, その屍を此に葬り, 其の身も此の地に住し墓を守りて終わり, 其の邸址は墓を距
る二町程東方なるあやめ屋敷是れにして, あやめは妙冲冲の俗称なりしと｡ 邸址は今は
松林となる｡





のときに橘逸勢の伝記が記されている｡ 『文徳実録』 嘉祥三年 (850) 五月十五日の条である｡
壬辰, 流人橘朝臣逸勢に正五位下を追贈す｡ 勅を遠江国に下し, 本郷に帰葬せしむ｡
逸勢は右中弁従四位下入居の子なり｡ 性たるや放誕, 細節に拘らず｡ 尤も隷書に妙なり｡
宮門の榜題, 手迹見在す｡ 延暦の季, 聘唐使に随ひて入唐す｡ 唐中の文人, 呼びて橘秀
才と為す｡ 帰来の日, 数官に歴事し, 年老いて羸え病たるを以て静居して仕へず｡ 承和
九年, 健伴岑の謀叛の事に連染して拷掠さるるも服さず, 死をじて伊豆国に配流す｡
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初め逸勢の配所に赴くや, 一女あり, 悲泣して歩きて従ふ｡ 官兵の監送する者, 之を叱
りて去らしむ｡ 女は昼は止まり, 夜に行き, 遂に相従ふを得る｡ 逸勢は遠江国板築駅に
到り, 逆旅に終はる｡ 女, 攀号して哀を盡す｡ 便ち駅下に葬むる｡ 葬前に廬して屍を守
りて去らず｡ 乃ち落髪して尼となり, 自ら妙冲と名づく｡ 父の為に誓念し, 暁夜に苦至
す｡ 行旅し過ぐる者, 之が為に流涕す｡ 帰葬を詔せらるるに及んで, 女尼は屍を負ひて
京に還る｡ 時人之を異とし, 称して孝女となす｡
橘逸勢は最澄や空海とともに遣唐使の一行として中国に渡った｡ 長安の都大路を闊歩して
自由を謳歌し, 中国の儒生たちとも積極的に交わったようである｡ 帰国後, いくつかの官職
を経たが, それほど出世することはなく, 年老いて病をかこって隠退していたはずだったの
が, 謀叛に連座して拷問を受け, 屈服することがなく, 死を減じて伊豆に流刑になった｡ 流
刑地におもむく途中の遠江の板築で死に, 父を泣きながら追いかけてきた娘はそこに墓を作
り, その前に廬を編んで尼となって父の墓を守った｡ 逸勢の罪が赦されるにおよんで, 娘は
父の遺骸を背負って京都に還って来た, ということまでは正史の 『文徳実録』 にも書かれて
いることである｡ 和泉地方の伝承では話はそこで終わらず, 妙冲は都にとどまることなく,
そのまま父親の遺骸とともに和泉地方に移り住んだのだということになる｡ 本当にそうであっ







なのか, ｢性たるや放誕, 細節に拘らず｣ といった性格が災いして事件に巻き込まれたもの
の, あるいはもともとそれほどの罪はなかったものなのか, 判断がつきかねるところがある｡





一日, わたしはこの橘逸勢と妙冲父娘の墓を訪ねていった｡ 上孝子, 下孝子を訪ねて探し
まわったが, 墓のありかがわからない｡ 外に出ている人は少なく, 上孝子にある交番にも巡
査はいなかった｡ なにしろ ｢三筆｣ の一人なのだから, 書道家たちの尊崇を集めて参拝者も
あり, それなりには大切に管理されているのではないかと考えていたのだが, そうではなかっ















がふ, 見る者皆驚く｣ (『文徳実録』) とあるように,
驚嘆すべき絶世の美人であった｡ この血筋には, 三千代自身がやはり美しかったのであろう





ではない｡ ｢クレオパトラの鼻が低ければ, 歴史は変わっていたであろう｣ とパスカルがいっ
たように, 一人の女性の美醜が歴史とは無関係というわけではなく, むしろ歴史を動かす大
日本仏教の揺藍の地としての南大阪 (二) 155
写真６ 孝子峠の橘逸勢の墓 写真７ 妙冲の墓
きなカギを握るものであったとしても｡
先に述べたように, 『続日本後記』 によれば, 安楽寺を和泉国国分寺とすることを申請し
て, 講師や僧侶を置くことが許可されたのは承和六年 (839) の五月三日のことである｡ こ
のときの天皇は仁明天皇で, その母后は檀林皇后, すなわち橘嘉智子であった｡ 嵯峨もまだ





丁丑, 勅す, 国分二寺, 建立の遠くより, 一は則ち名づけて金光明護国寺とし, 一は
則ち号して法華滅罪寺とす｡ 先帝の救世利物の法, 遠く不朽なるを伝ふる者なり｡ 而る
に頃年, 僧寺安居の会にて独り最勝王経を講じ, 尼寺滅罪の場にて法華妙典を説くこと
なし｡ 設くる所の法蔵, 用ゆるに同じからざる有り｡ 是, 忍びて行われず, 恐らくは修







された寺院であるのに, 同じように活用されていない｡ 逼塞して行われないままでは, 善行
を修めるのに欠けることになろう｡ そこで, 五畿内と七道の諸国の国分寺と国分尼寺とにお
いて, 国分寺の安居会では最勝王経を講じ, 国分尼寺では法華経を講じるように徹底して,







話であり, 八歳の龍女に男性器が生じ, その後に成仏するという話であって, 現在のフェミ
ニズムからはやはり女性蔑視というしかないものだが, 仏教経典の中では珍しく女性の救済

















己亥, 勅す, 聞くならく, 神護景雲二年以還, 諸国国分寺をして毎年正月八日より十
四日に至るまで最勝王経を読み奉らしめ, 吉祥悔過を修せしむ｡ 不祥を消除し, 国家を
保安せんが為なり｡ 而るに今, 講読の師かならずしも其の人にあらず｡ 僧尼懈怠して,
周旋して法に乖き, 国司検校するも, 亦心存せず｡ 徒に修福の名のみ有りて, すべて殊
勝の利なし｡ 此則ち緇素処を異にし, 相監察せざるの致す所なり｡ 宜しく国分寺に行ふ
を停め, 庁事にて之を修せしめん｡ 自今以後, 立てて恒例とせん｡
神護景雲二年 (768) 以来, 諸国の国分寺において正月八日から十四日に到るまで最勝王
経が講じられることになっているが, その際, いっしょに吉祥悔過を行っていた｡ 『金光明
最勝王経』 の中に ｢大吉祥天女品｣ あるいは ｢大吉祥天女増長財物品｣ がある｡ 吉祥天女に
向って悔過を行うことによって, 衣食に満ち足り, 寿命を延ばし, 雨も降って穀物も実り,
果物もたわわに実る, さまざまな不祥を除去して国家を保全することができるというわけで
ある｡ 薬師寺にある国宝 ｢吉祥天女画像｣ など, この吉祥悔過のために使われたのであろう
が, その豊かさとあでやかな美しさに, ふとルーブルで見たアフロディテ像やウフィッチの
ボッティチェルリへの思いがよぎる｡ 吉祥天女はギリシアの豊穣の女神であるアフロディテ
(ヴィーナス) の仏教ヴァージョンだといっていいかもしれない｡ ところが, 吉祥悔過を行
うのに適当な人がいず, 僧尼たちも怠惰だし, 国司たちも国分寺のことになどには意を払っ
てはいない｡ そんな状態では, 名目ばかりは残って利益を得ることができない｡ これは役人
と僧侶が別のところにいて, お互いに監視していないからである｡ そこで, 今後は国分寺で
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の吉祥悔過はやめて, 役所の方で行うことにして, それを恒例にしようということになる｡
『延喜式』 玄蕃寮を読むと, 正月八日から十四日まで, 部内の諸寺の僧を呼んで国庁で吉
祥悔過を修せしめるとあり, そこには細字で注釈が施されていて, 国分寺の僧はもっぱら最








(850) 五月四日のことであるが, その翌日の 『文徳実録』 の記事に, ｢后みずから泡幻を明
らかにし, 篤く仏理を信ず｡ 一仁祠を建てて檀林寺と名づけ, 比丘尼の律を持する者を遣り
て寺家に入住せしむ｡ 仁明天皇其の功徳を助け, 五百戸の封を施捨し, 以て供養に充つ｣ と
ある｡ 嘉智子がすでに創建していた寺に, その崩御の後, 供養のために五百戸を封じたとい

















したまふ｡ 蕚, 杭州の霊池院に到って国師に参じ, 且太后の幣を通ず｡ 国師
感嗟して之を納
い
る｡ 蕚曰く ｢我国は信根純熟して教法甚だ盛なり, 然れども最上の禅宗
は未だ伝ふることあらず｡ 願はくは師が一枝の仏法を得て吾土宗門の根柢となさんも亦
宜ならざらんや｣ と｡ 国師, 空をして其請に充てしむ｡ 空便ち蕚と共に海に泛
うか
んで大宰





し｡ 太后, 檀林寺を創して居せしめ, 時時に道を問ひたまふ｡ 官僚, 指受を得るも
の多し, 中散大夫藤公兄弟は其選なり｡ 蕚, 再び支那に入つて蘇州の開元寺の沙門契元
に乞うて事を勒して
えんたん
に刻み, 題して ｢日本国首伝禅宗記｣ と曰ふ, 舶に附して寄せ





たがった｡ その間, ｢江浙に南遊し, 宝山に至りて還る｣ という遊覧を行う｡ それが何を
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意味するのか考えていたのだが, それは ｢遊覧｣ ではなく, 実は ｢巡礼｣ だったのである｡
浙江省の寧波の沖の舟山列島は観音菩薩の聖地となるが, それというのも, それこそ日本の
慧蕚が列島の中の一つの島に補陀落寺を創建したからなのである｡ その寺のある島が補陀山




この 『元亨釈書』 を読むと, 慧蕚が中国に留まったのは二度目の中国渡航でのことになる
が, 最初の渡航では, 慧蕚は橘嘉智子に渡された金品を懐中にして, 日本にはまだいない禅
僧を求めに行ったのである｡ それは聖武天皇 (光明皇后) の時代に日本にはまだいない戒律
の師を求めて栄叡と普照が唐に渡ったのに比べることができる｡ 普照が苦難の末に鑑真和尚
を連れ帰ったように, 慧蕚は斉安国師の一番弟子の義空をわが国に連れ帰った｡ 大宰府に到






文章にすることを頼んで玉石に刻ませた｡ 慧蕚はその ｢日本国に始めて禅宗を伝ふる記｣ と
いう石碑を船に頼んで送り (自身は観音像とともに補陀落寺に留まったのである), その石
碑は羅生門の脇に建てられた｡ しかし, 羅生門が倒壊するとともに, その石碑も砕けて, 今
は東寺の講堂の東南の隅にある｡
『元亨釈書』 では以上の本文に対して, 賛を付す｡ それが注釈の形を取ることになる｡
はなはだ重要なことが書かれているので, それも引用してみよう｡
賛に曰く, 予碑刻を求むるに無し｡ 乃ち東寺に如きて親ら之を摸印す｡ 其碑破れて存
するもの四片, 大なるものは径二尺余, 小なるものは尺に盈たず｡ 額の左右には蟠龍偉
如たり, 頭角完からずと雖も鱗甲燦然たり｡ 其文残欠して句読成らざるも, 其字画の存
せるもの亦甚だ鮮明なり｡ 妙筆に非ずと雖も頗る楷正となす｡ 予便ち四片のものを印し
て帰る｡ 之を上にし之を下にし, 之を左にし, 之を右にし, 百計剽閲して少しく明らむ
べし｡ 世に言ふ, 橘后密法を弘法に問ひたまふ｡ 法, 盛に之を称す｡ 后曰はく ｢更に法
の之に邁たるものありや｡｣ 法曰く ｢太唐に仏心宗あり, 是れ達磨の伝へ来る所なり,
熾に彼の地に行はる｡ 空海又少しく之を聞くと雖も未だ之を究むるに暇あらざるのみ｣




しようとした｡ しかし, その石碑は砕けて残ったものは四片に過ぎなかった｡ 大きなものは
二尺ほどあったが, 小さなものは一尺に満たない｡ 額に龍が刻まれているものの, 頭角は完
全には残っていない｡ ただ鱗甲は燦然としている｡ 文章は断片的で正確には読みとれないが,
残っている文字は鮮明で, 優れた筆跡ではないが, 楷書できちんと書かれている｡ その四つ
の断片を模印して帰って, 上にしたり, 下にしたり, 左にしたり, 右にしたりして, あれや
これやと考えてなんとか文章の意味を汲みとることができた｡ 世間で言い伝えている話があ
る｡ それは, 檀林皇后が空海に真言密教について教えを乞うたときに, 空海はさかんに真言
密教の優越を称賛した｡ 皇后はさらに尋ねた, もっと優れた仏法の教えはあるのだろうか,
と｡ すると, 空海は, 中国には禅宗というものがあり, これは達磨がインドから伝来したも





る｡ しかし, 実は義空を, あるいはむしろ義空を招いた橘嘉智子を挙げるべきなのである｡
しかも, 伝承には, 空海までもが登場する｡ 中国での最新とされる真言密教をもたらして自
信満々な空海に対して, もっと優れた教えはないのかと, 橘嘉智子はほとんど詰問までして
いるかのようである｡ そこで空海は仕方なく禅宗の存在をもらしたというのである｡ 『元亨
釈書』 の著者の虎関師錬 (1278～1346) と夢窓疎石 (1275～1351) とは同時代の人であった
から, 夢窓疎石もまた日本の禅宗の歴史における橘嘉智子の役割をよく理解していた｡ 彼の



















いうところがある｡ その地名の語源として, たとえば 『都名所図会』 巻四には,
帷子 材木町の東にあり｡ 上嵯峨・下嵯峨・太秦・常盤・広沢・愛宕等の別れ道な
り｡ 帷子のといふは檀林皇后の骸骨さが野に捨ししとき帷子の落散りし所なり｡
とあり, また 『擁州府志』 に,
帷子 伝へ云ふ, 檀林皇后遺勅に任せ, 野葬し奉る時に, 著御したまふ所の帷子斯
処に残ると云ふ｡
とある｡
橘嘉智子は ｢薄葬｣ を望んだことが 『続日本後記』 にも記されている｡ それがここでは嵯
峨野に棄てられた, あるいは野葬されたと伝わる｡ しかも, 遺体を運ぶときにこの場所で彼
女を覆っていた帷子が落ちたといい, 京都に住む者にとっては馴染みの深い地名が中世的な
色調を帯びるものになる｡ 身体を覆っていた帷子が落ちたとすれば, 彼女の死体は裸形になっ




中世, 天台三部の中の 『摩訶止観』 や蘇軾の ｢九相詩｣ をもととして, 生きていたあいだ
は美しかった女性も, 死ねばその体は青黒く変色し, 内臓がまず腐敗してガスで膨張し, 次
には皮膚が破れて蛆虫が湧きだし, 野犬や烏が腐肉を漁って, ついには骨だけになってしま
う様子を九段階に分けて描いた ｢九相図｣ が盛んに描かれる｡ それは美しかったという評判
の女性, たとえば小野小町を描いたものとされるわけだが, 檀林皇后橘嘉智子を描いたもの
だとされるものもある8)｡ 男性にとって女性に対する欲望は煩悩の中でも最たるものであり,
それを断ちきるための ｢不浄観｣ を身につけるのを目的とした画である｡ 女性の身体などた
だの腐肉に過ぎない, だから男たちよ, すみやかに煩悩を断て, というわけである｡ 谷崎潤
一郎の 『少将滋幹の母』 は若くて美しい妻を奪われた老人が夜毎に屋敷を抜け出しては京都
の郊外に歩いて行く｡ 子どもが不審に思って, 後をつけて行くと, 老人は野に放られて腐敗
していく女の死体をじっと見て, みずからが執着してやまない美しい妻の肉体を忘れようと









をたどって, 現代の歴史学がそれらを除去していくのとは逆に, 加算に加算を重ねて, 光明




ある県犬養 (橘) 氏の本拠地は和泉国にあったのではないかと考えた｡ それは地名をもとに
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8) 山本聡美・西山美香 『九相図資料集成 死体の美術と文学』 (岩田書院 2009年)
その他, 次の書物には全体にかかわってお世話になっている｡
『和泉市史紀要第11集 古代和泉郡の歴史的展開｣ (和泉市史編纂委員会 2006年３月) 『和泉市の歴




他の関わりのある六国史の記事については, 『新訂増補 国史大系３ 日本後紀・続日本後紀・文徳
実録』 (吉川弘文館) を用いて原漢文を筆者が読み下した｡










のは正史である 『続日本紀』 に書かれていることである｡ そして, 日本最初の禅刹である檀
林寺を造って禅の世界に悟入し, ｢九相図｣ の伝承を生む檀林皇后は仏者の窮極の姿を示し
ている｡ 有名な話だが, 光明皇后自身も似通った捨身の行を行っている｡ 今, わたくしの机
の上には義空および檀林皇后について書くために開いた 『元亨釈書』 がそのままになってい
















つて曰く ｢后誇ることなかれ｡ 妙触宣明, 浴室澣濯, 其の功言ふべからざるのみ｣ と｡
后怪み喜びたまひ, 乃ち温室を建てて貴賎をして浴を取らしむ｡ 后又誓つて曰はく ｢我親
ら千人の垢を去
のぞ
かん｣ と｡ 君臣之を憚る｡ 后の壮志沮むべからず, 既にして九百九十九人を
竟へたまふ｡ 最後に一人あり, 体疥癩にして臭気室に充つ｡ 后, 垢を去るに難
はばか
る｡ 又自





人の言く ｢我れ悪病を受けて此の瘡を患ふること久し｡ 適々良医あり教へて曰く ｢人をして
膿を吸はしめば必ず除愈を得ん｣ と｡ 而れども世上深悲の者無し, 故に我が痼此に至れり｡
今后, 無遮の悲済を行じたまふ, 又孔
はなは
だ尊し｡ 願はくは后, 意あれや｣ と｡ 后已むをこと
を得ずして瘡を吸ひ, 膿を吐きて頂より踵に至るまで皆遍し｡ 后病人に語つて曰はく ｢我汝
が瘡を吮
す







くこと又慎んで人に語る勿れ｣ と｡ 后驚いて之を視たまふに, 妙相端厳にし
て光耀馥郁たり｡ 忽然として見えず｡ 后驚喜無量, 其の地に就いて伽藍を構へ, 阿寺と号
さしめたまふ｡
大学の初年度, 習いたてのフランス語の勉強のために辞書と首っ引きでフローベルの 『も
てなしの聖ジュリアン (La de Saint Julien l’Hospitalier)』 を読んだ｡ 狩りに明け暮
れて獣たちを殺しまくり, 両親までを殺してしまって回心をし, 城を棄て妻を棄てて乞食の














Southern Osaka ; The Cradle of Japanese Buddhism II
Along the Makio River (1): Kokubunji
UMEYAMA Hideyuki
Today, many ancient temples or the ruins of ancient temples can still be found along the Makio
River. In the small village of Kokubu, as the name suggests, there once was the grand temple of
Kokubunji, which watched over the peace and prosperity of the Izumi region. The villagers of
Kokubu have for a long time believed a very strange legend.
In the legend, a female deer conceived after licking a drop of urine of a hermit. The deer bore
a baby who grew into a beautiful woman, who later was recommended to enter the Imperial
Court. Eventually she became Empress. She built kokubunji Temple as a memorial to her
mother and the place of her birth. In short, the tradition that’s been passed down is that Empress
was indeed the daughter of a deer.
This legend sounds so strange and incredible that we might be tempted to laugh it off. But
there is a possibility that Empress was in fact born here in Izumi. Her mother, if not a
deer, was of the Tachibana family, and has left her marks all around Izumi.
Behind Kumedera Temple is the large tomb of Tachibana no Moroe, one of the most important
persons in the history of the Nara period. On the border of Osaka and Wakayama prefectures can
be found the tomb of Tachibana no Hayanari, one of the greatest calligraphers, that was destroyed
in a great rebellion.
Empress Danrin, also called Tachibana no Kachiko, was an ardent advocate of Buddhism and
the first to import Zen into Japan. It was also she who renovated Kokubunji Temple during the
Heian period. By researching the connections of the Tachibana family to the Izumi region, we
hope to clarify the meaning of a legend that, on its surface, seems too unbelivable to be true.
